
令和８年３月３１日 

Poco a poco …     

            新チームは少数で武者修行で揉まれています‼ 

                                           四月からは公式戦がスタート‼ 

令和七年度の活動が無事に終了‼    今年度もありがとうございました‼ 

春の“武者修行”で、新シーズンに向けレベルアップを図る‼  

3 月 25 日（水）、令和七年度修了式が行われサッカー部員全員

が無事に進級できました。恒例の通知表チェックは今年も厳しい

ものもいました。毎度のことですが、教科担当の先生方には日々

のご指導本当に感謝です。ありがとうございました（もう少し勉

強の方も頑張って欲しいものです）。 三月は、三寒四温で春に近

づくものですが、今年は寒さが足踏み。春の陽気が来たと思えば

直ぐに寒さが追いかけてくる。そんな三月下旬でした。片倉山の

桜は三分咲き。天気予報では、四月は春の嵐でスタートだとか？

花散らしにならなければいいのですが…。        ⚽片倉山の桜もこれから（3月 26日）⚽ 

新シーズンに向けて今年度最後の武者修行で心身ともに更にスキルアップを目指す‼  

現在チームは、春休みに入り片倉サッカー部恒例となる“春の武者修行”を実施中。3 月 26 日か

ら 28 日まで土浦遠征合宿、29－30 日は関東交流大会で埼玉遠征と、ホームグランドを離れて長い

「ロード」に出かけてきました。片倉高校サッカー部は、年間を通して８割近くはホームグランド

でＴＲＭを行い、週一回は日本文化大学（ニチブン）の人工芝グランドでトレーニングを行うこと

ができるので、子どもたちはゲームやトレーニングに集中できる環境にあり、アウェーのグランド

に出かけるよりも精神的には物凄く楽だと思います。これは、私たちのストロングポイントになっ

ています。更に子どもたちの成長、特にタフなメンタリティを育てるために、長期休業中は積極的

にアウェーの厳しい洗礼を敢えて受けるために、武者修行と称して各フェスティバル参戦やＴＲＭ

を組んでいます。片倉高校サッカー部では「ゲームこそが最高のＴＲである」とＴＲＭを位置づけてい

るので、今年の春の武者修行(30 日まで)では部員こそは少数ですが前半戦だけでも 10 ゲーム以上

行い子どもたちはサッカーのスキルのみならず心身ともにレベルアップすることができました。 
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有意義な春合宿で “超氷河期 ” から脱出し、新シーズンを目指す‼  

片倉高校サッカー部の成長には欠かせない、恒例の春の土

浦工業合宿に春休み早々に実施しました。昭和に立てられた

この宿舎（木造）には、もちろんエアコンはありません。お

風呂にはシャワー設備がありますがお湯をためる形なので、

近所のスーパー銭湯に行きますが、トイレは和式型、寝具は

レンタル布団で、毎食事の準備や後片付け、洗い物、掃除、

ゴミ捨て（分別）と普段家庭ではやっていない？ことを合宿

所の生活では子どもたち全員で協力して行います。片倉高校

サッカー部の合宿ではサッカーに集中しなながら多くの                       グランドの鉄棒もいいトレーニングである                        

ことを経験し学んでいきます。同じ目標を持った子どもたちがその達成に向かって努力し、寝食

を共にして生活をする。特に、年度末の春合宿は、新シーズンに向けてチームの強化や個々のレ

ベルアップを図りチーム力アップすることが目的ですが、一年間を振り返り反省や課題、新年度

に向けての目標を今一度確認し、チームを一枚岩に仕上げていくという大切な目的があります。

そして、見失いつつある人と人との繋がりから生まれてくる大切なものを、集団生活（合宿）を

通してしっかりと見つめ直す社会的な教育の役割もあります。四年に渡るコロナの影響で社会全

体が子どもたちに対し過保護で過干渉な対応を生み、無重力状態を引き起こしているように見え

ます(ここからは再掲です)。でも、社会の厳しさは全く変わっていません。今こそ適度な負荷を

かけた刺激が全般的に必要ではないかと、毎回合宿を通して子どもたちの成長を見ていると不思

議な魅力を感じています。合宿はまさに子どもたちを育てる場です。今回快く送り出してくれた

家族、遠征先でいつも大変お世話になる木内先生、大会の会場校、帯同してくれた佐藤先生、宮

崎コーチなど、多くの方々に支えられて合宿が成立しているという感謝の気持ちを忘れずにいて

欲しいと思います。 

さて、遠征先でいつも大変お世話になる木内先生には、

早いもので四半世紀お付き合いさせていただいて（面倒を

見てもらって）います。私のチームの好不調に関わらず、

ことあるごとに必ず連絡を頂きます。生徒だけでなく私も

木内先生には多くのことを学びそして支えてもらいまし

た。三年前に、茨城県の教職を任期満了で退職されて、現

在は前任校の竹園高校の外部指導員をされています。木内

先生が笛を持ってグランドに立ち続ける限り、いつまでも

私のチームは土浦フェスティバルに参加します。                         木内先生(右)との記念撮影が一番の収穫                       

＜After the Game＞ 
2025年度が終了しました。明日から 2026年度がスタート

します。52期生の卒業後、新チームは少人数になってしまい

新入生に頼らなければならない危機的な状況で苦しんでいま

す。しかし、ここでの上級生の踏ん張りこそが新入生の信頼

を得ることになります。明けない夜はありません。新シーズ

ンは待ったなし‼開幕戦に向けてやるしかありません。 

さて、4月 1日より横山鮎夢先生を迎え入れます（自己紹

介は次号で）。K’s football style の理解者であり片倉高校サッ

カー部の強力なサポーターになることは間違いありません。

“超”氷河期から脱却する熱い指導期待してください。 

                  2026 年度も片倉高校サッカー部サポートをお願いいたします‼ 


